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35周年を迎えて・・・
　株式会社小林建築事務所を代表して一言ご

挨拶申し上げます。

　本日の記念パーティは、２０００年の節目

を契機に、社内スタッフの提案で開催する運

びとなりました。

　社内スタッフの手作りの企画の中、本日の

記念パーティは、事務所のOB皆様、協力事務

所の皆様をお招きして「通過点」というタイ

トルのもと、事務所の歴史を語り合い未来を

見据えた中で議論する場を提供させて頂き、

出席者のより一層の連帯の絆が結ばれること

が出来れば幸いと存じます。

　事務所は、昭和４０年いざなぎ景気の走り

の年に開設され、第一次オイルショック、

第二次オイルショックの荒海にもまれ、又、

バブル崩壊後の平成不況が続く中、お陰様で

平成１２年２月１日をもちまして設立３５周

年を迎える事が出来ました。

　当事務所開設以来の事務所OBの皆様は５５

名になります。　今日は事務所の礎を作って

くださった皆様に心から感謝申し上げます。

　又、良きパートナーとして事務所を支えて

頂いている協力事務所の皆様に心から感謝申

し上げます。

　私が事務所に入社して２０年、代表取締役

に就任して１５年、初代社長小林栄喜智氏が

勇退されてすでに５年経過しました。

　社是（積極的創意と調和）のもと総力をあ

げて今後も頑張っていく所存でございます。

今後とも皆様のご指導ご協力を頂けます様お

願い申し上げお礼の言葉とします。

　　

　　　　　　代表取締役社長　嘉村　浩男



 

   建築基準法改正
　 

第２次石油危機
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■株式会社　小林建築事務所　　沿革

                                                           
                                                       
 １９５９年（昭和３４年）　４月 　　新生建築設計事務所　　設立                   
                                                           
 １９６５年（昭和４０年）　２月 　（株）小林青山建築事務所（厚木市中町630）設立
  
 １９６６年（昭和４１年）１２月　　社名変更　（株）小林建築事務所

 １９７０年（昭和４５年）          受託件数２０００件　              
                                                           
 １９７１年（昭和４６年）　６月  　資本金　８００万円　　（増資第１回）         
                                                           
 １９７３年（昭和４８年）　９月    小林ビル入居（厚木市中町2-11-10）      
                                                           
 １９７７年（昭和５２年）　２月    相模原支所　開設

 

                               
 

　　　　　　　　　　　　　９月　　相模原支所　移転

１９７８年（昭和５３年）          受託件数３０００件　                       
                                                                            
１９８０年（昭和５５年）　７月    資本金　１，５００万円　（増資第２回）       
                                                           
１９８１年（昭和５６年）　７月    新受託カード　導入                       
                                                           
１９８２年（昭和５７年）          １０帳簿制　導入                             
                                                           
１９８３年（昭和５８年）　７月    相模原支所　移転 

　　　　　　　　　　　　１０月　　県優良工事表彰（県営岡田団地）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            
                                                           
１９８５年（昭和６０年）　８月    資本金　２，１００万円　（増資第３回）       
              
　　　　　　　　　　　　　　　　　社長交代                                     
                                                           
１９８７年（昭和６２年）　９月    沢崎ビル（厚木市中町3-18-8）　入居 

１９８８年（昭和６３年）          受託件数 ３５００件              
                                                           
                                                       
１９８９年（平成１年）　　８月    相模原支所　廃止　　　社内改革               
                                                           
１９９０年（平成２年）　　　　　  社内機器整備                                 
                                                           
１９９５年（平成７年）　　６月    相談役　退任                                

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯＡ化　拡充

１９９８年（平成１０年）１１月　  日本建築士事務所協会連合会奨励賞（黄金井邸）                            
                                                           
１９９９年（平成１１年）１１月    社内ＬＡＮ　整備

２０００年（平成１２年）　２月　　会社設立３５周年　　　
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   社会情勢

   皇太子ご成婚

   アポロ１１号月面着陸に成功

   沖縄施設権返還

   ベトナム戦争終結

   イラン・イラク戦争始まる

   消費税実施

   東西ドイツ統一

   ユーロ発足

   香港返還、消費税５㌫へ

   阪神、淡路大震災、地下鉄サリン事件

   　 いざなぎ景気

   ホテルニュージャパン火災

大韓航空機撃墜 

   日本万国博覧会
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■作品集懐古

　　事務所創設時の作品を知る社員も少なくなり、４０年代の写真を見て、
　　　　　「どこの建物だろう？」と長老、　　　
　　　　　「この建物どこかで見たことがある・・・」と中堅、
　　　　　「こんな建物やったことがあるんですか？」と若手。
    厚木市街地のビルを見渡し、半分は事務所で関係したと自慢した時もありました。
　神奈川県で初めて高校の外部コンクリート打放し仕上げを行い、厚木市では小中学校の内外共
　コンクリート打放し仕上げを初めて行うなど、・・・
　何事も初めてにチャレンジし、次は何かと常に研究してきました。

　・厚木市から近隣市町村又県西、県北の市町へと広がってきました。
　・プロポーザルで当選し設計できた建物も多数あります。
　・神奈川県の高校も４校　県下設計事務所でもトップ？。
　・１０年がかりで完成した団地もありました。
　・１期、２期、３期････のお手伝いをさせていただいた長いお付き合いを頂いている学園もあります。
　・住まわれる方とのコミュニケーションが大事な住宅も多数手がけました。
　・神奈川県の屋根、丹沢山塊塔ヶ岳山頂の山小屋も手がけました。

　　現在までの受託件数は３８９３件にのぼり、ここに集めた作品はその内のごく一部ですが、
　初期を知るＯＢの方には懐かしい作品であり、協力事務所の方にとっても当時のエピソードや
　苦労話が昨日のことのように思い浮かぶのではないでしょうか。
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相模原信用組合         
ＲＣ造 ３Ｆ   延511.95㎡　　 
相模原市橋本  昭和４０年

静本ビル     　　　　　
ＲＣ造 ６Ｆ   延3,159㎡      
厚木市中町　 昭和４０年

イシケン・岡本共同ビル 
ＲＣ造 ４Ｆ 延1,253.75㎡　 厚木市中町     昭和４１年



大久保歯車工業共同住宅 
ＲＣ造 ５Ｆ 延1,739.77㎡     厚木市中依知       昭和４２年

トキワヤビル           
ＲＣ造 ３Ｆ 延1,175.405㎡    厚木市中町       昭和４２年

静厚荘                 
ＲＣ造 ４Ｆ 延858.304㎡     厚木市栄町        昭和４４年



ホテルサンライズ       
ＲＣ造 ６Ｆ 延632.30㎡  厚木市厚木  昭和４７年

小林ビル               
ＲＣ造 ５Ｆ 延1,012.71㎡   
厚木市中町    昭和４７年

厚木市慰霊堂           
ＲＣ造１Ｆ 延35.00㎡ 厚木市飯山 昭和４８年



県立麻溝台高校         
ＲＣ造 ５Ｆ 延11,852.945㎡ 相模原市麻溝台 昭和４８年

厚木中学校             
ＲＣ造４Ｆ 延6,835.00㎡ 厚木市水引 昭和４９年

妻田小学校    ＲＣ造 ４Ｆ 延5,400.195㎡  厚木市妻田  昭和５０年



厚木保育所             
ＲＣ造 ２Ｆ 延800.20㎡   厚木市中町   昭和５１年

中津南保育園           
ＲＣ造 ２Ｆ 延843.53㎡     愛川町中津         昭和５２年

依知公民館             
ＲＣ造 ２Ｆ 延549.40㎡  厚木市関口     昭和５２年



相川小学校             
ＲＣ造 ４Ｆ 延3,316.10㎡   厚木市酒井     昭和５２年

南部給食センター       
ＲＣ造 ２Ｆ 延1,711.42㎡  厚木市船子   昭和５３年

座間養護学校     ＲＣ造 ２Ｆ 延6,337.00㎡   座間市入谷   昭和５３年



秦野南が丘高校         
ＲＣ造 ７Ｆ 延31,128.72㎡ 秦野市南が丘  昭和５５年

厚木保健ｾﾝﾀｰ･婦人会館  
ＲＣ造 ４Ｆ 延3,090.10㎡  厚木市中町   昭和５５年

厚木センタービル       
SRC造６Ｆ，Ｂ１Ｆ　延2,916㎡　
厚木市中町        昭和５６年



厚木北地区児童館       
ＲＣ造 ２Ｆ 延637.70㎡     厚木市元町         昭和５６年

岡田団地               
ＲＣ造 ３Ｆ 　
寒川町岡田  昭和５６年



ＡＩＤＡビル           
SRC造　８Ｆ　延967.03㎡     
厚木市中町   昭和５７年

中三ビル               
ＲＣ造　５Ｆ　延1,949.341㎡  
厚木市中町       昭和５７年

桜丘地区学習等供用施設 
ＲＣ造　２Ｆ　延527.63㎡     
大和市上和田  昭和５７年



厚木西高校             
S･RC造 ４Ｆ 延10,579.05㎡  厚木市上古沢       昭和５７年

ライフセンター         
ＲＣ造 ３Ｆ 延1,576.996㎡  厚木市松枝         昭和５７年

パークビル             
ＲＣ造 ６Ｆ 延1,264.94㎡   
厚木市中町    昭和５８年



綾瀬市保健相談センター 
ＲＣ造 ２Ｆ 延1,345.357㎡  綾瀬市深谷       昭和５８年

森の里小学校          
ＲＣ造 ４Ｆ 延7,533.00㎡   厚木市小野       昭和５８年 

ホテルカレン           
ＲＣ造 ２Ｆ  延1,369.12㎡   
厚木市岡田     昭和５９年



厚木高等専修学校（１期）
ＲＣ造 ３Ｆ 延1,623.53㎡  厚木市恩名      昭和５９年

大和屋                 
ＲＣ造 ３Ｆ 延895.45㎡   
厚木市飯山  昭和５９年

愛甲商工会館           
ＲＣ造 ２Ｆ    延493㎡      
愛川町角田  昭和５９年



宮ヶ瀬小学校・中学校   
S･RC造 ２Ｆ 延2,894.182㎡   清川村宮ヶ瀬     昭和５９年

佐野邸                 
ＲＣ造 ３Ｆ 延283.98㎡   厚木市寿町  昭和５９年



中里学園               
ＲＣ造 ３Ｆ 延5,517.00㎡   横浜市緑区       昭和６０年

Ｙビル                 
ＲＣ造 ７Ｆ 延1,295.00㎡   
厚木市中町    昭和６０年

睦合東中学校           
ＲＣ造 ４Ｆ 延10,795.00㎡  厚木市三田         昭和６０年



Ｙ・Ｉビル             
ＲＣ造 ６Ｆ 延638.01㎡     
厚木市旭町    平成２年

及川児童館・老人憩の家 
Ｓ造 ２Ｆ    延425.05㎡ 
厚木市及川     平成２年

小松原住区学習供用施設 
ＲＣ造 ２Ｆ　延885.448㎡   座間市小松原    平成２年



■近年の事務所作品回想

世界の社会状況・経済状況の波が、多くの情報を

伴い小国日本丸（最近は大型タンカー位になったの

でしょうか）にも大きなうねりとして押し寄せてくる中、 

近年建築が求められる要素も大分変わってきている

なと感じます。

　モダンからポストモダンそして・・・・と時代と共に流

れ行く建築デザインを文化として熱く語る以前に、発

注形式は、ＶＥあるいはＰＦＩ等「基本的な機能が満足

されかつ安くできれば良し」とされる風潮が当たり前

の様に語られ、我々職能として置かれた厳しい状況

下で、社会的責任だけは、益々重くなってきているの

が現実です。

　このように建築コストとの戦いの中、私達は規模の

大小に限らず建物周辺の環境を熟慮し、それらの景

観の中に緩やかに溶け込む様な質の高い作品を世

に送り続けてきたと自負いたしております。

　これらの活動が昭和５８年神奈川県優良工事の表

彰、平成１０年建築士事務所協会全国大会におけ

る奨励賞受賞と、社会的にも認知されたことを嬉しく

思います。
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Yuyama

　しかし皆さん、昭和４１年の「イシケン・岡本共同ビ

　ル」と平成９年の「塩塚クリニック」を見て下さい。

　小林建築事務所は、永遠に不滅です。
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編集後記

 
■特集「㈱小林建築事務所・通過点」
■社長挨拶
■作品
■親睦会スナップなど

35周年なんと長い年月でしょう、私達の生まれる前
から事務所が有るとはすごい！！
それを私達編集スタッフ（若手）でまとめてみました。
作品・事務所の人々に触れ一まわりも二まわりも自分
自身大きく成長したと思います。
いろいろな方にお力を頂いて納得のいける作品が出来
たと思います。ご協力ありがとうごさいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平間）

編集部では、皆様の本誌あるいは広くデザインに
対するご意見、ご感想をお待ちしております。
ぜひお便りをお寄せください。

ご意見をお寄せください

Please send us your comments.
We would like hear comments and ideas
about our magazine and on design in general.
Just send us a letter.
3-18-8nakachou,atsugi,kanagawa243 0018.japan

〒243-0018　神奈川県厚木市中町３丁目１８番８号
㈱小林建築事務所「通過点」編集係まで
fax046・221・3323
e-mail:KOBAYASI@aec.or.jp
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